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高空間分解能衛星画像を用いた
林分構造因子推定の試み
～葉面積指数の空間分布推定にむけて～
問題点（既存の植生指標とLAI（地上観測）との関係性）
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(Minna, 2005より引用）
・植生指標（NOVI)とLAIとの関係には線形性がない。
→凶Iが大きい（2以上）場合は推定が難しい。
（成熟した森林は凶I5～8程度→NOVIと無相関となる場合も）
BRDFの特徴を現す指標HOS (Lacaze et a I. 2002) 
－方向別に観測したうち最大反射率をHotspotの反射率，
最低反射率をDarkspotの反射率，とすると・・・
HDS＝丘土二丘ヱ ρ抽 ＝Hot.伊otで、の反射率
ρ的 ρ白 ニ Darkspotでの反射率
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•HOS ； 植生の三次元的な構造によってできる陰影と関係が深い。
新植生指標NHVIの有効性
I HDS(NIR）×NOVI＝恥r間 Iized Hotspot signature Vegetation Index I 
カナダ北西部における LAI実測・多方向放射観測の結果
（夏季） でNHVIとLAIの線形性を実証した。
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HOSは葉面積指数推定のためのNewfactorとして有効である。
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藁面積指盤の広域推定のため．多方向放射観測データ
CBRDFデー タ）多用いた翫たな植生指橿を開発し．その
運用に同けたアルゴリズム存作るn
藁面積指数（凶I)：単位面積当たりの藁の片面表面積の合計
光合成量・燕発散量と関係が漂い
新指標の概念
HDS (NIR））×NOVI =Nor問 Iiz凶 Hotspotsignature Vegetation Index 
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Le=LAIー2000で測定したLAI（計箪アルゴリズムの中
で「陶ーでランダムな藁の分布Iを仮定）
La＝直権推定（伐倒調査）によるLAI
Q =Clumoina Index（幹の周りへの葉の集中度合い多表す）
山二1-exi@LAI) (Sellers 198山
NOVIとLAIとの関係は．上記のfAPARとLAIとの関係式
多論拠にしているのCK=1の時「鈎ーでランダムな藁の分
布l多仮定） K：葉の空間分布の様子を表す関数
新指標の概念（先行研究からの考察）
egetat ion I ndex 
相聞闇係が盟められる（Lacazeet al..2002) 
…五三夜g)--ZChenetal. 1997J:: ~J ) 
Le=LAI・2000で澗宣したLAI（計箆アルゴリズムの中
で「拍ーでランダムな藁の分布市仮定）
La＝直権推定（伐倒調査）によるLAI
Q =Clumoina Index（幹の周りへの葉の集中度合いを表す）
山＝1-ex。LAI) (Sellers 1985より）
NOVIとLAIとの関係は．上記のfAPARとLAIとの関係式
安論拠にしているの CK=1の時「陶ーでランダムな藁の分
布iを仮定） K：葉の空間分布の仕方多表す関数
本年度の研究の目的
高空間分解能衛星画像からHDSを推定する方法を
検討する。 （現在， HDSを算出するためのBRDFデータを直
嬢観測できる衛星はない）
高塑間分健能衛星画像
植生表面の輝度の分布から植生表面の凹凸を再現することが可能
HDS ...植生の日向葉・日陰葉の割合と関係が漂い
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HOSを推定する方法の検討（論理的考察）
• HDSは日向葉・日陰葉の割合と関係が深い
・テクスチャ特徴量の中でもContrastはピクセル間の
濃淡の差を表す指標で、あるので， HDSと関係が深い
と考えられる。
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※今回は太陽の入射方向と同じ方
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高空間分解能画像から算出した 「テクスチャ特徴量； ContrastJ
この桓醐的射する ！
HOSと相関関係が認められる 「ClumpinglndexJ 
（地上観測にて広域に測定）
テクスチャ特極量「Contr加 tJとは？
輝度の空間分布パターンを特徴量として算出したもの。
（近接するピクセル間への漬度変化の確率を行列化した
同時生起行列から算出）
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本年度の研究の概要
Contrast大
衛星と同期した現地調査
・対象：山梨県北社市小淵沢町付近の施業状態の異なる
カラマツ林（7林班）
・調査項目：全天写真・樹高・Clumoine:In也茎
使用した衛墨画像 高空間分解能PAN画像
EROS-BCイスラエlレ）
地上分解能0.7m
パンクロマティックセンサ
飛来日2009年9月21日
139' 
35' 
EROS-B画像のピクセルサイズを調整して
Contrastを算出
・ピクセル内の平均値を計算してリサイズ
・テクスチャ特徴量は通常隣り合うピクセル聞の濃淡で計算す
るので，隣り合うピクセルの濃淡が「樹冠の日向部・日陰部に
相当するようにリサイズした。
（今回対象としたカラマツの樹冠サイズ・・・2.5～5.0m)
Clumping Index （幹の周りへの葉の集中度）
の測定方法
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Sun fleck（木漏れ日）
25m×7本のライン多取り．林肉
のSunfleck多測定（快晴時）
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ContrastとClumpingIndexの関係
0.7m ｜山 田
R=0.32 I岨
白＇＂＇例司川島 M
空間分解能0.7m～2.8m
の画像から算出した
Cont悶stとClumoinaindex 
の聞には統計的に有意な
相関関係が見られないの
（同じ樹冠orGao内の濃淡
多見ている）
結果
r：仁こ豆竺
ContrastとGlumping Indexの関係結果
． ． 
3.5mでは5%で省意
4.2mでは1%で有意
ContrastとClumoinaindex（こは
統計的に有意な相関関係が
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まとめ ～ContrastとClumpingIndexの関係～
・ピクセルサイズを変えながらテクスチャ特徴量；Contrastと
Clumping Indexとの関係を検証したところ，樹冠サイズと
ほぼ同じ空間分解能を持つ画像から計算したContrastと
Clumping Indexとの聞に相関関係が見られた。
→植生の構造によってで、きる日向部・日陰部の割合がテクス
チャ特徴量Contrastでうまく表現された可能性がある。
• HOSとClumpingIndexの問lこ相関関係があるため，論理的
考察から，ContrastからHOSを推定できる可能性がある。
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